
資源管理方針に関する検討会
～第５回ズワイガニ日本海系群B海域～

令和８年２月27日（金）

漁獲シナリオ等の検討について

今後のスケジュールについて

水産庁

（資料３－２）



資源管理目標の案

 資源評価に基づき研究機関から提案されている資源管理目標の案を採用する。

項目 新しい案 現行

目標管理基準値
＝ＭＳＹの代替値を達成する漁獲圧力として、

F40％SPR（加入量当たり親魚量（雌のみ）
が、漁獲圧力が０の場合の加入量当たり
親魚量に対し、40％となる漁獲圧力の水

準）とすることで達成される資源水準の値

1,217トン

F30％SPR（加入量当たり親魚量

（雌のみ）が、漁獲圧力が０の場
合の加入量当たり親魚量に対し、
30％となる漁獲圧力の水準）と

することで達成される資源水準
の値

限界管理基準値
＝下回ってはいけない資源水準の値（過去
最小の親魚量）

415トン
可能な限り早期に手法を開
発して設定する

禁漁水準 0トン -

※親魚量は雌のみ
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漁獲シナリオの案

（出典）令和7年度ズワイガニ（日本海系群B海域）資源評価結果

 親魚量が10年後の2036年に、50%以上の確率で目標管理基準値を上回るよう、漁獲圧力を調整する。なお、研究機
関からは、 資源評価の不確実性も考慮して、β＝0.7以下にするのが望ましいとされている。

 親魚量の値が限界管理基準値を上回っている場合には、MSYの代替値を達成する漁獲圧力の水準に調整係数
（β）を乗じた漁獲圧力とする。

 親魚量の値が限界管理基準値を下回っている場合には、当該親魚量の値から禁漁水準を減じた値を、限界管理基
準値から禁漁水準値を減じた値で除すことにより算出した係数を、上記に基づき算出した値に乗じた漁獲圧力とする。

 親魚量の値が禁漁水準値を下回っている場合には、漁獲圧力は０とする。
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今後のスケジュールについて

Ｒ７年
７月15日

第４回ＳＨ会合
• 現行の資源管理方針及び資源の状況等について説明
• 今後SH会合で検討すべき事項について説明・議論

Ｒ７年９月26日 資源評価結果公表

Ｒ８年
２月27日

第５回ＳＨ会合
• 令和７年度資源評価結果について説明（資源管理の目標
（案）及び漁獲シナリオ（案）の提示を含む。）

• 資源管理目標、漁獲シナリオ等の議論
•  議論の取りまとめ

Ｒ８年４月 パブリックコメント開始（ＳＨ会合の取りまとめを反映した、資源管理方針の変更（案））
※期間は1カ月

Ｒ８年５月
水産政策審議会資源管理分科会

• 資源管理方針の変更（案）の諮問
• 令和８（2026）管理年度のＴＡＣ及びその配分（案）の諮問

＜知事管理漁獲可能量設定に係る関係海区漁業調整委員会への諮問（各県）＞

Ｒ８年７月 令和８管理年度開始（～令和９年６月末）

本日の検討会はここ
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